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小学校プール
学習の期間に
ついて

　夏休みの期間がとても少
なく、猛暑の中始業式が
あって登校するのが可哀想
なので9月に登校開始にで
きないでしょうか。
　プール学習も、6月という
梅雨の時期に2～3週間し
かありません。プール学習
は泳ぎ方などを練習する時
間でもありますが、短い期
間だけだと泳げるようには
なりません。
　夏休みとプール学習の時
間について、期間・時期を
早めに検討してください。

　本市における夏季休業の期間は、「枚方市立小学校及び中学校の管理運営に関する規則」において、7月21日から８
月24日までと定めています。
　夏季休業の期間短縮については、平成21年４月から、新学習指導要領の全面実施に伴って授業時数が増加すること
や学習内容の定着を図ることを鑑み、実施したものです。
　暑さ対策については、教室等の空調設備の全校設置をはじめ、ウォータークーラーの活用や水分補給への配慮等、
学習環境を整えています。登下校中の暑さに関しては、冷感タオルの使用や直射日光を回避するため、帽子や傘を有
効に活用する旨も提示をしており、引き続き熱中症対策等を講じてまいります。
　市立小学校における水泳授業については、児童の泳力向上や、気象条件に左右されない計画的な授業実施等を図
るため、市内および近隣の民間施設（スイミングスクール）や民間の専門スタッフを活用した取り組みを、令和４年度より
順次実施しております。
　この取り組みにおいては、施設のスタッフによる専門的な水泳指導により、限られた授業時間内で、効果的に児童の
泳力向上を図ることができ、また、民間の屋内温水プールで授業を行うため、雨天や近年の高温などの気象条件に左
右されることなく、計画的に水泳授業を実施することが可能となります。今年度におきましては、市内全44小学校のう
ち、24校にて民間施設等での水泳授業を行っており、令和10年度までに全小学校に拡大する予定です。
　今後も、全小学校での実施に向け、引き続き取り組んでまいりますので、ご理解とご協力をいただきますようお願いい
たします。
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枚方市はたち
のつどいにつ
いて

　はたちのつどいはどうし
て、中学校単位で開催され
るのですか。市外の学校へ
進学した場合はどこへ出席
するのですか。
　中学校単位の開催だと、
中学校によい思い出がない
ので出席したくないという子
がいると聞きます。今後も
中学校単位で開催される予
定でしょうか。

　本市の成人式（現在のはたちのつどい）は、平成17年度まで一括方式で開催しておりましたが、従来の会場での開催
が困難になったことを契機に、開催方式について調査、検討したところ、地域分散方式が望ましいとの結論に達したた
め、平成18年度から中学校を単位とした、現在の方式で開催しております。
　式典への参加は、予約不要でどの会場でも可能としておりますが、出身中学校の会場に出席される方が多い中で、
私立中学校出身や他市から転入された等、様々な理由で市立中学校の会場に出席しにくいとのお声に応えるため、ど
なたでも参加しやすい会場として、令和６年度から、市立19中学校に加え、地域活性化支援センターに「TAMAYURAイ
ベントホール会場」を設置しております。
　また、教育委員会では、令和６年度、今後の「はたちのつどい」の内容等の検討の参考にさせていただくため、市内の
高等学校等にも協力いただき「はたちのつどい」の未来の参加者を対象に、アンケートを実施しました。
　本アンケートは、当該年度に16歳から19歳になる計3,214人の方に回答をいただき、中心的な質問である、皆様が「は
たちのつどい」に求めるものについて、多くの選択肢から5項目を選んでいただく質問では、「会場で友達と記念写真を
撮りたい」など、友達との交流についての項目が最も重視されているとの結果となりました。次いで「大きな会場で大人
数で祝いたい」、「会場は自宅の近くがよい」など、会場に関する項目が重視されていますが、一つの形に大きく偏ること
なく、大きな会場、小さな会場それぞれのメリットなどを踏まえ、皆様が様々な考えを持たれていることがわかる結果とな
りました。
　これらのことから、市としては、現行の地域分散方式は、参加対象者全てのニーズにこたえるものではないものの、多
くの方が重視されるポイントをある程度押さえることができているものと考えており、今後の「はたちのつどい」の開催方
式については、人口推移などの社会状況の変化や、地域の皆様を含む関係者のご意見を踏まえつつ、検討すべきもの
と考えております。
　アンケート結果や皆様からのご意見などを参考に、今後も「はたちのつどい」の充実について検討していきますので、
ご理解くださいますよう、よろしくお願いします。
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